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ヒ メ ウ ラ ナ ミ ジ ヤ ノ メ の 變異 研 究

　　　　並 に 其 學 名 に 就 て

石 宙 明

朝 鮮 翩 城 松 鄰 高 等 普 通 學 校

　本論交は 19温 年鹿兒島高等農 林學校開校 25 周 年記念論文集 T13− 716 頁 に發表せ る本腫

19！ 個 と そ の 後探集せ る 374個 ， 蘇せ て 5Ei　8個 を以 て 研究せ る もの で あ る。比 較標本と して

使 用せ る外地産 は別 と し， こ の 56S個 は悉 く朝鮮産 で ，そ の 帰地 は戚北 國境地 方 を始あ牛島

各地 及 び濟 州等で あ る。

　本種 は LEECH （1S92 ： 抜交後 患）や 藺 田卓氏 （19ユ2 ： 動物學雜誌，2捲 ） も既 に論 ぜ る如

く， 眼紋 及び大 き さ に變異甚 し く， 共兩極端 の 個體 に 接 する 時 は別種の 感が起 る程で あ る c

余 は朝蘚産本種翅 面の 鵑絞の 數に 於ける變異 と ， 前翅 浸に 於け る變異と の 一
端 を認め る こ と

に する。

　先 づ眼 紋 の 數 に 於ける變異か ら論する こ とに す る （第 1 巽參照）。
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註 L 表 中 の ロ ーマ 字は そ の 指 示場所 に 現 れ た 眼 紋 の 名稱 と す，

註 2．便 宜 上 限 紋斉側 の 大 き さ及 び 其 發逹 の 程 度 は ，假 に 之 を度外靦 し， 肉眼 的 の も の は 全 部取
一

　 　 扱 つ た ．

註 3・…方の み に 現tz　i・　eeg2p ち 左 右 相 稱 な ら ざ る も の も 左 右 相 稱 の も の 同 緑 「こ坂扱 つ た ．

註 4．後 翅 表 裏 面 共 第 1室 斑 は 2 個 の 小 斑 に 分離 す る 揚合 も之 を 1 個 と見做 す こ とtCす る．

Il艮紋 の 有無 に よつ て 供檢個 體を分類すれ ば次の 第 2表 の 如 く23型と なる。
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事 に 於て
“

或室の 上面 に 眼紋の あ る場合に は，其室 の 下面 に もあ り。邸ち限紋が 同 じ室 の 上

下 兩室 に 現 る る際に は ， 下 面の 者を先 と し上 面の 者 を後 ICす。
……………

尚 ， 此事實は將來

更 に廣 き研 究に よ りて
， 共當否 を確 め らる べ きも，恐 らくは 一般 の （筆者註一蛇眼蝶科全般 ）

通則 の 1 つ と し て 羌支な き者 な るぺ し．
”

と認 め て あ るけれ ど ， 余の 研 究で は第 2 表の 示 す

通 り第 1型 の b 斑 ， 第 6
，
12，ユ4 諸型の ∫斑の 如 く表面斑で あ り乍 ら裏面班 に 先んする もの も

あ つ て
， 画 田氏の 誂 に は一致せ ざる事實が あ る。但 し

一般 に は裏面斑が表面斑 に 先んす る も

の で あ る。

　（3 ）　後翅表面第 5，6 兩室 に 現れ る眼紋は暖地産程出現頻度が 多い 傾 向を示 す や う で あ

る。余 の 研究 （上 記第 2 表 ）
’
せ る朝鮮産 に 比 して 輻 田氏の 研 究 （前 出論 交65−66頁） せ る内

地 産 に は こ の 兩斑 が更 に 多 く現れ て ゐ る か らで あ る。既 に LEF ．CH 氏 も Butt．　 irom　 China
，

Jal〕all　and 　Corea．　PP ，90− 91　に　
‘‘
Thjs　9．　pe　c；ies　is　very 　yai

’iable　both　in　Size　and 呂hape ； also

as 　1
’
ega ］

’ds　thc　D し1置v・hei’alld 　dcfうniti   n 　of　oce ！li，　Ivんfch　ogl，　the　seco ラ
’
1‘〜α厂

・ies　？
・ange 　f｝

・oii］b　（me 　in　a

甥 o加 侃 加 肌 価 肋 4厩 8 ‘o 卿 e 伽 呵 ｝6酌 剏 好 ｝
・
鰯 σ1塾副 g−｝

’

an ・g．
”

と認め て 此事 を暗示 し て ゐ る
。

　（4 ） 從來多 くの 學者は
， 本種に 於 て 後翅裏面第 4 室斑 の 在 る もの を bαidus　F．LBHIcluS ，

．

無 い もの を c！，rffus　B ［7TLER とし て 別物 に取扱 つ て ゐた けれ ど ， 上記第 2 表 に 示 せ る 如 く，其

後翅裏 面第 4室斑 は本種 に 於け る不安定 斑で
， 此斑 の 有無 に よつ て 別物に する の は當 を得て

ゐ なV ・ と思 ふ。上 記第 2 表 に よつ て 見 る に
， 所 謂 b’alel｛cs に 當る個膿は 6 器 個 で 6 全 體の

9 ％ ， ？ 22 個 で ♀全 體の 18 ％ ，合計 55 個 で 全 體 の 且 ％ とな り，輻田卓氏 の 研究 （1912 ：

動雜 ，
24 卷 ，

68頁） に於 て よ り稍多い 結果となつ て ゐ る。要す る に baidivsと clrgliS とは同

物異 名で ある こ とが 明瞭で ある。然 らば其墜名は何れ に す べ きか と い ふ に ，次 に其學 名の 變

遷iを記 し適せ る學名 を選ぶ こ と に す る。

Papiii・ philoo｝磁 、
」o ｝燃 SE 馬 Amcen ．Acad．

　
・i，　p．404 （1ア61），

Papiiio　bαldus
，
　FABRICIus

，
　Syst．　Ent．

，
　APP ．　P．829 （1775 ）．

｝
「
Pt7｝iMca　bfftd？ss ，　HETyrTsoN，Tr，an ：．Ent．　S（）c．　Lond ．

， （3）ii，　P．286 （IS61）、

Yl）thima 　b〔tldus
，
　PRYER ，　Rhopalocei

’
a　Niphonica

，
　P．30 ，

　p！．　ix，
　fig．3．

｝ψ”ゐ宦πLα 1）hilomelca（Syn．　y ，　balclus），　MARsrl へLエ ＆ DE 　ITI6EylLLE
，
　Butt．　Ind、

，
　i

， 1），216 （1882）．

Ys）tんima　argus
，
　Bu’rLEK

，
1｝1’oc ．　Linn，　Soe．　LQnd

ワ
Zool．

，
　P，56 （1878），

｝
’
pthi？］L‘x　philomelrt　vRr ・argus ，　LEE （沮

，　Butt．　from　China，Japan ＆ Corentt　pp，9〔）− 91 （1892 ），

｝
”

pthinut　argus ，　EL “
’ES 　＆　Ep “

’．LRDs ，　Tvans．　Ellt，，　E　oc ．丁・ond ．，　P．35 （1893），

Yl）thiincaゐα碾 粥 ab ．　a・）’．gus，　SEITz，
　Macrolep．　of 　t．he　IVor］d，p− 91 （1906），

Ypthi・）na 　argtLs ，松 村松年，日本昆蟲大圖鑑 504頁 （1931）．

Ypthima　a・rguLg 、 内田清之 助 ， 日本昆蟲圖鑑 ，　 SS1頁 （1932 ｝．
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630 石 宙　　明

17．bα 弼鵬 わα 姫 碍 ，
1L 岬 粥 ，土居寛暢，原色朝鮮の 蝶類 T

　 13頁 （19．　31）

　上記諸論丈に よれぼ ， 本種の 學名 に は幾度 も變邏が あ り， 最近 は btcltlUSと α ralts とが 別種

に 取扱はれて ある樣で あるけれ ど も，前記の 通 り， 此兩 者は種，亜種 ， 變種，型 ， 異型 の 何

れ に して 分離 し て も無 意味の もの の や うで ある．第 2 表 で も明瞭で あ るや うに 後翅裏面 の 眼

紋は 5 個 6個 の は お ろか ，
7個の もの もあ る に於 て をや で あ る n 而 して 所謂 bardu．b一に 當る

個體は近 來 日本 内地 で は報告 されて ゐ ない や う に 多 くの 書物に 書かれて あ るけれ ど，前 出輻

田 氏の 論交 （191e） に も認 め られ ，
余 も罕壌 中學生 徒に よ りて 採集 され た長野縣産で 典型的

の balclusと云 はれ る程 の 6 を 1 個持つ て ゐ る。編田氏の 論交中の 挿圖 （凸碩 ）で は ， こ の

問題の 後翅裏面 第 4 室斑 が 幾分他に 比 し て 小 で 誤解 され る疑 も無 い で はな恩 ナれ ど，余 の 所

有せ る實物標本 に は こ の 斑の 著 し く發逹 し て 他斑 同樣 の 個體も少 くな い こ とを添 記 し て 置

く．要 する に 本種の 學名は先 に發表 された 1
’
pthirnα　balcl・us　FABR 丁CII

’
S とすべ く， 随つ て y ．

a ・r，qus　BurLER は そ の sylコ011yn コ とな る わけ で あ る n

　上記第 2 表 を 以 て 各型の 眼紋 の 合計を出 し ， 共：數に よ りて 更 に 分類すれば第 3表 の 如 くに

なる。 こ の 第 3 表 は全 然不 白撚的な もの で はあ るけれ ど も，
こ れ に よつ て 雌雄聞 の 眼紋の 數

量上 の 關係を知 る こ と が 出來 る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ の 第 3 表 に よれば ，♂早共眼 紋 は1〔〕個 を有 する
　 　 　 　 　 第　　 3　　 表

鰍 癒
一

8 　 ♀ 斎 ． 鱧 澱 儲 通 で ・♀財 iコ ヒし て稍 多噸 隴 示

　 　 　 　 　
一．一

　 　
’
　 　

．．一．　 一．
　 し て ゐ る。

　 　 9

　 　 10

　 　 11

　 　 12

　 　 13

　 　 14

計　總

13819

δ

3053

1う71

22463113113

】26

1602416118143497

　次 に前翅 長の 變 異表 に就て 論する事 に す る ，第 4

表 は 前翅長の 變異表で 其個罷數が 前記第 2，3 兩表 の

と 異 るの は ．（の 眼紋 と前翅 艮との 研究開始に 時間

的に 差異が あ り， （1−｝）共研究が材料蒐集の 爲 め長時

間に 亘 り．途 中他 人 に分讓 した りした爲 め ， （c）標

本不 完全 で 眼紋研究に は役立 た すと も前翅 長測定 に は差支なき個鱆， 又 は其反樹 の 場合の 個

鱧 が少 く無 い こ と等の た め で あ る。

　　　 　　　　　　 　　第　　4　 表　　　 　　　　　　　余 の 研究で は爾 「「］氏 の 研 究

…前 翅 長 ・・mm 　 16171819202122 お L
・
・1 計 　 （】912 ・ 動結 24卷，13煩 ）に

1・ ・ 員 數 ・ S148
’
16・　IS・　 3t ・ ・ …一一 419 於け ると同様 1婦 髀 1：｝ヒし

　♀ の 員 數　1　 9　4254 ：！l　3　 4　 1 …1149 　 て ， 高緯産度は低緯度産に 比 し

！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 總計　　 祕 S　 て ，翅長は明瞭に大で あ る。變

　　♂の 耶 均價 は 19・4511u）1
， ♀ の 4〜均 價は 19層略 mm 　　　　　 異表 中の 23−21　 mm の 大 部分 は

咸 鏡北道北部 塵 で 最初 は別亞 種に取扱 ふ べ き で はな い か と疑つ た 程 で あ る、更 に 輻 田 氏 の 研

織

幽
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ヒ メ ウ ラ ナ ミ ジヤ ノ メ の 變異薇 究 並 に 其 學 名 に 就 て 16
宀

究 と余 の と を比較すれば一層明繚 とな る．

　本種 の 雌雄闇に は前記 の 眼 紋 に も前翅長に も統計的 に差異 が 認 め られ るの み な ら凱 第二

吹性特徴 と して は幅 田氏 （前記論丈 184頁 ） も認 めた 通 り ， 雌 は雄 に 比 し て 前角が 聊か圓み

を帶ぶ もの で あ る。尚 ， 輻 田氏 （66 − 67 頁）は 本種に 於て期 節的差異を認 め て ゐ るけれ ど

も，余の 標本 で は開蛾地 方で は 6 月初 旬 と 5 月初旬 と に
， 即ち年 2 囘發生 す る や うで あ るが ，

書き立 て る程 の 期節 的差異 は認 め られな い 。

み、

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 ］Re5mnO

　　　Pri　La　Varieco　de　Ypthim・α bαldus　FABR エCIUS 　kaj　G三a　Namo ．

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 De

　　　　　　　　　　　　　　　　　 D ．M ，　SEC｝K

川 P・i・k ・ibis　！n 　ya ・ri… 1・ d・ 。ce｝1｛　knj　1。 ・ 9・ 呼 ld ・ gil・」・・i・・t・ 50S　i・ di・ idu・j1  1司 h

nomO 　y、　argus 　BuTLE ｝1　f・圭ri忌is　8in ・nirn ・ de　y ・bat（〜us 　1；　．A　n．　t・rt・cエじs・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（193う，Apr，10，
　SOIコgdo ．）

直

；
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